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した画像を比較して、直接的にシーンの変化を求めるという完全なトップダウン的アプローチを新たに提案している。
本論文の最大の新規性は、シーンのモデル記述から精密な画像のレンダリングを認識過程に組み込んだ認識過程の提
案、その定式化およびその実証実験である。提案手法によって、理想的でない実カメラ、実コンピュータグラフィク
スシステムにおいて有効に機能することを実験で示している。 
 従来法では困難であった複数物体間のオクルージョン現象、鏡面物体に対して、Z バッファ隠蔽マスキング処理と、
シーン撮影カメラに加えて全周環境画像を取得するカメラを設置し、その全周環境画像を環境マッピング法によりレ
ンダリングすれば任意の表面性状を有する剛体を対象とすることに拡張可能であり、実際に実記実験では球面ミラー
を用いて全周環境画像を取得することで、複数物体間のオクルージョン現象への対処と完全鏡面物体が追跡可能なこ
とを実証しており、学術的な新規性は高く評価できる。 
 さらに、提案手法を単眼カメラから多視点カメラの協調追跡処理に拡張し、行列演算の分散処理アリゴリズムの開
発による通信データ量、計算量の大幅削減が可能になり、加えて、提案している画像入力、レンダリング処理の並列
処理によるフレームレートの安定化は、それぞれ有用性が高い実装方法であり、かつ汎用のＰＣ環境に基づく実装実
験で高速で安定な動作を実証している点は有用性が高く評価できる。 
 以上より、本論文で提案された手法は画像に基づく物体追跡においたうえでトップダウン、ボトムアップの双方か
ら、また単一物体追跡、オクルージョンを有する複数物体追跡、単カメラ処理、多視点カメラ処理の双方から、画像
物体追跡問題を視覚情報処理過程として包括的に定式化するものであり、総合的に高く評価される。よって、本論文
は学位（工学）論文として価値あるものと認められる。 
